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周辺諸国等との比較
※出典：eurostat 及び 平成28年警察白書

ベルギー周辺諸国等 人口10万人当たりの犯罪認知数（2015年）

ベルギー
○ ■窃盗の発生水準はフランスやドイツと同等である。
○ ■殺人がやや高水準であり、 ■路上強盗（robbery）は注意すべき犯罪。
○ 近年、殺人・強盗に関して邦人の生命・身体への重大な被害報告はなし。

■殺人 ■窃盗 ■強盗

* オランダの殺人は2013年の値
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ベルギーと日本との比較

人口 11,237,274人 128,226,483人
面積 30,528㎢ 377,915㎢
警察官 38,437人 258,875人
※出典：人口はeurostat 及び 平成28年警察白書から

2015年1月1日の推計値



ベルギー国内及びブリュッセル 犯罪認知件数

○ ベルギーの犯罪認知件数は2012年以降、減少傾向が継続している。

※出典：ベルギー連邦警察HP及び警視庁HP
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ベルギー国内 ブリュッセル

228805 212152 205708 195970 186432 172385 162557 160120 148182 134619

東京の刑法犯認知件数：



ベルギー連邦警察HP掲載 統計資料

・ 「police federale belgique」等で検索、

「Police Fédérale」（ベルギー）にアクセス。

・ 画面下部欄外のタブ「Statistiques」を選択。

・ 「Statistiques de criminalité」（犯罪統計）の

「Interactif」（任意選択式）を選択。

・ 地図データを伴う「Aperçu」（概観）や「Carte」

（地図）を選ぶと、居住地等の犯罪発生状況

を確認できる。



注意すべき犯罪：ベルギーでの発生状況

ブリュッセル市内

犯罪認知件数 ８８４，６１５
1 侵入盗 ６６，９１９
2 車上ねらい ５４，２１８
3 自動車損壊 ３５，５７５
7 強盗（凶器なし） １６，８８１

※注意すべき犯罪： 発生件数が上位のもののほか、万一被害に遭った場合、被害回復が困
難で精神的にも大きな打撃を受ける強盗を抽出。

犯罪認知件数 １４３，７０４
1 車上ねらい １４，６３２
2 すり ９，３０３
3 侵入盗 ７，３６２
4 強盗（凶器なし） ６，４３４

* すり、置引き、仮睡者ねらいを合算

* 車上ねらい、部品ねらいを合算

* 凶器の有無は区別なし

※出典：ベルギー連邦警察HP(2018年2月)、警察庁平成29年警察白書及び警視庁HP
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* 凶器の有無は区別なし



大使館に届けられた邦人被害（2017年）

被害手口 年齢

強盗 4 ２０歳未満 -

ひったくり 2 ２０歳代 26

すり 29 ３０歳代 23

置き引き 46 ４０歳代 14

車上ねらい 6 ５０歳代 13

客室ねらい - ６０歳代 15

侵入盗（空き巣等） 5 ７０歳以上 4

その他の手口 3 計 95

計 95

○ 2015年は79件、2016度は45件。件数 = 被害者数の傾向あり。単独行動時には要注意。
○ 「話しかけられている隙に・・」、「何か（液体等）をかけられて・・」という犯罪の着手に注意。



大使館に届けられた邦人被害（2017年）
発 生 場 所

ブリュ
ッセル

アント
ワープ

ブルー
ジュ

その他
の都市

駅

南駅 8

1 0 0
中央駅 1
北駅 9
その他の駅 2

電車・メトロ・バス内 11 1 0 9
ホテル内 7 1 2 2

レストラン内 3 2 0 2
空港内 5 - - -
路上 9 1 1 1

グランプラス周辺 2 - - -
その他の場所・自宅 10 0 0 5

○ 出張・旅行中の電車内、ホテルのロビー、駅券売機で切符を購入中、に注意。



ベルギー警察について

• ベルギー警察は「連邦警察」と「地元警察」に区
分される。

• すり、ひったくり、空き巣等の事件は、地元警察
が捜査する。

• 殺人、誘拐、カージャック事件など、重大または
複数の警察区域にまたがる事件は、連邦警察
が捜査する。

• 事件の被害にあったら「１０１番」又は「１１２番」

１１２番 ～ 欧州域内共通の警察通報番号



外出時の留意事項

当局は犯罪やテロの抑止に全力を尽くしており、
ベルギー国内及びブリュッセルは、他の欧州の国
や都市と同等の安全が確保されているが、以下の
ような場所では注意が必要。

・市場、ショッピング・モール、商店街

・観光地、 コンサート会場、スポーツ競技場

・公共交通機関（電車、バス、トラムの車内）

・空港、駅

など



ベルギーにおける警戒レベル

ベルギーに対するテロ等の脅威については、脅威度
分析調整機関（OCAM）が、警察等の治安機関から報告
された情報に基づいて分析･評価している。

• レベル１（わずか）

テロは発生し得ない又はテロの脅威が存在しない。

• レベル２（普通）

テロが発生する可能性は小さい。

※ テロの脅威の緊迫性が低いことであり、脅威が存在しないことではない。

• レベル３（重大）

テロの可能性があり、発生し得る。

• レベル４（とても重大）

非常に危険な状態であり、事態は切迫している。



ご清聴ありがとうございました



別添資料

北部・東部
・LAEKEN

Bockstael駅（メトロ ）周辺及び同東側地域
・SCHAERBEEK

Gare du Nord駅（トラム ）周辺及びLiedts広場からVerboekhoven広場*周辺
Roodebeek通り周辺 *通称：Cage aux Ours地区

・SAINT-JOSSE-TEN-NOODE
Madou駅（メトロ ）前Madou広場からLouvain通り周辺

南部・西部
・MOLENBEEK-SAINT-JEAN

Ribaucourt駅（メトロ ）周辺
Etangs Noirs駅（メトロ ）周辺

・ANDERLECHT
Kuregem地区【※Midi駅西部】

・SAINT-GILLES
Midi駅（メトロ ）東部
Saint-Gilles南部

・ETTERBEEK
Saint-Antoine広場

中央部
・BRUXELLES市

Anneessens駅（トラム ）
周辺

・IXELLES
Matonge地区

【※Porte de Namur駅
（メトロ ）南部繁華街】
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LAEKEN

Bockstael駅

別添資料
北部・東部



SCHAERBEEK

Roodebeek通り周辺

Cage aux Ours地区周辺

Liedts広場周辺

Gare du Nord駅周辺

別添資料
北部・東部



SAINT-JOSSE-TEN-NOODE

Louvain通り周辺

Madou広場

別添資料
北部・東部



MOLENBEEK-SAINT-JEAN

Etangs Noirs駅

Ribaucourt駅

別添資料
南部・西部



ANDERLECHT（Kuregem地区）

Midi駅の周辺

別添資料
南部・西部



SAINT-GILLES

Midi駅の周辺

Saint-Gilles南部

別添資料
南部・西部



ETTERBEEK

Saint-Antoine広場

別添資料
南部・西部



BRUXELLES市（Anneessens地区）

Anneessens地区

別添資料
中央部



IXELLES（Matonge地区）

Matonge地区

別添資料
中央部


